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様式３ 

会   議   録 

会議名 

（審議会等名） 
相模原市水とみどりの審議会 

事務局 

（担当課） 
水みどり環境課 電話０４２－７６９－８２４２（直通） 

開催日時 令和元年１２月 ６日（金） １４時００分～１６時１０分 

開催場所 相模原市民会館２階 第２大会議室 

出 

席 

者 

委 員  ９人（別紙のとおり） 

その他  ０人 

事務局  ６人（水みどり環境課長、他５人） 

公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 ０人 

公開不可・一部

不可の場合は、

その理由 

 

会議次第 

 

１ 開会 

 

２ 議題 

（１）相模原市水とみどりの基本計画改訂版＝生物多様性さがみは

ら戦略＝ 実績報告書（平成３０年度版）（案）について 

（２）第２次相模原市水とみどりの基本計画・生物多様性戦略の策

定に関するパブリックコメントの実施について 

 

３ その他 
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審  議  経  過 

主な内容は次のとおり。（○は委員の発言、●は事務局の発言） 

 

１ 開会 

 

２ 議題 

（１）相模原市水とみどりの基本計画改訂版＝生物多様性さがみはら戦略＝ 実績報

告書（平成３０年度版）（案）について 

  事務局による説明の後、質疑応答を行った。 

○ 推進施策４１１６の雨水浸透ますの設置については、毎年度Ｄ評価となって

いるが、年度計画の目標値の設定は適切なのか。 

● 年度計画については基本的に事業所管課が設定しているものだが、適切な目

標値の設定となるように検討していく。 

〇 推進施策４１２３のアユ等の放流の実績だが、事業内容や年度計画などを鑑

みると放流匹数ではなく、放流会への参加者数の方が適切なのではないか。 

  ● 記載方法について検討する。 

  ○ アユ等の放流について、放流先の相模川などは放流した稚アユが生育できる

環境なのか。 

  ● 相模川などでは、アユ釣りが盛んに行われているため、放流したアユは生育

できていると考えている。 

  ○ 推進施策１４１２の緑地の公有地化だが、現在の記載方法では国庫補助制度

とはどのような制度なのか分からないのではないか。 

  ● 記載方法について検討する。 

  ○ 推進施策２２１８の湖月荘跡地の整備についてはどういった様子か。 

  ● どのような活用をするのか検討しており、今後も引き続き検討を行っていく

予定であると聞いている。 

  ○ 推進施策４２１４自然観察会の実施について、講師の高齢化のため今年度か

ら事業中止との記載があるが、別の講師などに依頼して開催できないのか。 

  ● 該当部分の自然観察会は、相模川を愛する会が主催する自然観察会を指して

いる。今年度は、時間的な制約から他の事業は実施できなかったが、今後は別

の団体との共催や事業内容の見直しなどの検討が必要であると考えている。 

  ○ 推進施策１１３３のアライグマの防除であるが、本来は神奈川県でアライグ

マの防除計画を策定し、計画に則って捕獲頭数の評価をすることが望ましい。 

  ○ 推進施策１２１１の森林整備確保面積とはどういう意味か。 

  ● 市と地権者が協力協約を結び、整備対象となった森林の面積のことであり、

実際の整備面積とは違う数値である。 
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  ○ 推進施策５１２３のボランティアセンターの検討の中で既存の施設と情報交

換を行ったとあるが、どのような施設と情報交換を行ったのか。 

  ● 環境情報センターを所管する環境政策課などである。本市の財政状況などを

鑑みると、新たな施設整備としてのボランティアセンターの設置は厳しい状況

であるため、ボランティア団体間の情報交換や交流の場という機能を既存の施

設等と連携して創出できればと考えている。 

 

（２）第２次相模原市水とみどりの基本計画・生物多様性戦略の策定に関するパブリ

ックコメントの実施について 

事務局による説明の後、質疑応答を行った。 

○ 都市緑化に関する講習会等への参加者数の現況値について、数値に算入して

いる講座名などを具体的に記載した方が良いのではないか。 

● 講習会や講座については、年度ごとに開催名称や内容に差があり、記載する

ことによって特定の講座の参加者数のみを実績値として計上するように見えて

しまうため、具体的な講習会等に限定しないものとして考えている。 

〇 今後の予定はどうなるのか。 

● パブリックコメントで集まった意見に対して、市の考え方を公表することと

なっている。パブリックコメントの質問や考え方については、次回の審議会な

どで報告する予定である。 

 

３ その他 

事務局から、市民協働によるモニタリング調査の結果を公表したことのほか、次

回の会議日程等について説明を行った。 

 

 

以 上   
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水とみどりの審議会委員出欠席名簿 

 

 氏  名 所 属 等 備 考 出欠席 

１ 田淵 俊人 玉川大学農学部 教授 会長 出席 

２ 南 正人 麻布大学獣医学部 准教授  出席 

３ 吉永 龍起 北里大学海洋生命科学部 准教授  出席 

４ 岸 好美 公募委員  出席 

５ 秋永 真里子 
特定非営利活動法人境川の斜面緑地

を守る会 理事 
 出席 

６ 飯塚 裕美 
特定非営利活動法人みどりのお医者

さん 
 出席 

７ 熊谷 達男 
「小松・城北」里山をまもる会 

副会長 
 出席 

８ 髙橋 孝子 
特定非営利活動法人相模原こもれび 

理事長 
副会長 出席 

９ 野口 恭夫 
相模原商工会議所 ３号議員 

(東京ガス株式会社神奈川西支店 支店長) 
 出席 

 


